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大
分
教
区
新
司
教
の
森
山

信
三
師
（
福
岡
教
区
司
祭
）

の
司
教
叙
階
式
の
日
程
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

叙
階
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日
程

日
時　
７
月
３
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ス
ル
ピ
ス 

森
山 

信
三
被
選

司
教
の
略
歴

１
９
５
９
年
１
月
17
日
福
岡

市
生
ま
れ
、

88
年
３
月
司
祭
叙
階
（
福
岡

教
区
）、

福
岡
教
区
内
の
小
教
区
主
任

司
祭
、幼
稚
園
園
長
を
歴
任
。

２
０
２
０
年
４
月
カ
ト
リ
ッ

ク
中
央
協
議
会
出
向
、

21
年
４
月
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央

協
議
会
事
務
局
長

22
年
４
月
５
日
大
分
教
区
司

教
に
任
命
さ
れ
る
。

明
治
初
年
、
長
崎
か
ら
金

沢
に
流
さ
れ
た
浦
上
キ
リ
シ

タ
ン
約
500
人
を
偲
ぶ
ミ
サ
が

４
月
29
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
金

沢
教
会
で
行
わ
れ
た
。
雨
が

降
っ
た
た
め
、
予
定
し
て
い

た
卯
辰
山
で
の
野
外
ミ
サ
は

教
会
聖
堂
の
ミ
サ
に
変
更
さ

れ
た
。

ミ
サ
は
名
古
屋
教
区
の
松

浦
司
教
と
石
川
地
区
の
チ
ー

ム
司
祭
、
協
力
司
祭
、
計
６

人
の
共
同
司
式
で
進
め
ら
れ

た
。金
沢
教
会
信
徒
の
ほ
か
、

名
古
屋
教
区
信
徒
使
徒
職
評

議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
参
列

し
、共
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

長
崎
四
番
崩
れ
と
呼
ば
れ

〈
趣
旨
〉

「
や
ら
れ
た
方
か
ら
歴
史
を

見
る
と
い
う
こ
と
は
、
イ
エ

ス
に
従
う
私
た
ち
の
現
実
に

対
す
る
姿
勢
に
つ
な
が
り
ま

す
。
社
会
も
、
組
織
も
、
誰

一
人
残
さ
な
い
こ
と
を
軸
と

す
る
包
摂
的
な
い
の
ち
の
つ

多
治
見
教
会
の
広
報
委
員

を
担
当
し
て
い
る
加
藤
孝
子

さ
ん
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

の
イ
ゴ
ー
ル
・
ダ
ッ
ツ
ェ
ン

コ
さ
ん
に
つ
い
て
メ
ー
ル
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。

「
イ
ゴ
ー
ル
さ

ん
は
２
０
１
９

年
12
月
に
正
教

会
か
ら
改
宗
し
、
守
山
教
会

へ
移
る
ま
で
の
２
年
間
を
多

治
見
教
会
信
徒
と
し
て
と
も

に
祈
り
を
捧
げ
て
い
ま
し

た
。
３
月
か
ら
始
ま
っ
た
月

教
皇
は
毎
年
、
世
界
各
地

を
訪
問
し
、
人
々
の
苦
し
み

や
悩
み
を
聞
き
、
優
し
い
笑

顔
で
力
づ
け
、
数
々
の
援
助

を
与
え
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
の

代
理
者
、
教
会
の
最
高
牧
者

で
あ
る
教
皇
は
、
祈
り
と
具

体
的
な
援
助
を
通
し
て
全
世

界
の
人
々
に
い
つ
も
寄
り

添
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の

教
皇
に
心
を
合
わ
せ
て
、
わ

た
し
た
ち
も
世
界
中
の
苦
し

浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
を
偲
ぶ
ミ
サ

２
０
２
２
年
度
正
平
委
学
習
会
の
年
間
テ
ー
マ

「
や
ら
れ
た
方
か
ら
歴
史
を
見
る
」

�

― 

誰
一
人
置
き
去
り
に
し
な
い 

―

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
を
支
援
し
よ
う
と
、

支
援
の
輪
が
広
が
る

た
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
町

中
心
部
に
近
い
卯
辰
山
で
４

年
間
収
容
生
活
を
送
っ
た
。

松
浦
司
教
は
説
教
で
、
雪
国

に
流
さ
れ
過
酷
な
日
々
を

送
っ
た
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
こ
の
金

沢
の
地
で
、
あ
る
い
は
富
山

の
地
で
、
多
く
の
キ
リ
シ
タ

ン
が
苦
し
み
の
う
ち
に
信
仰

に
生
き
て
き
た
。
そ
の
こ
と

を
思
い
な
が
ら
、
彼
等
の
信

仰
か
ら
力
を
い
た
だ
き
、
小

さ
な
行
動
、
パ
ン
を
さ
さ
げ

て
い
こ
う
と
説
い
た
。

こ
の
日
の
ミ
サ
に
先
駆

け
、
４
月
16
日
、
浦
上
キ
リ

シ
タ
ン
の
記
念
碑
が
建
つ
卯

な
が
り
と
な
る
営
み
が
、
現

代
の
福
音
の
生
き
方
で
あ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。」
―
弘
田

し
ず
え
『
福
音
宣
教
』
22
，

１
月
号 

―

〈
今
年
度
の
日
程
〉

① 

５
月
13
日
（
金
）
10
：

30
～　

福
信
館

テ
ー
マ
「
基
本
的
人
権
」

講
師　

浅
野
幸
治
さ
ん
（
正

平
委
々
員
、
豊
田
工
業
大
学

教
員
）　

終
了
し
ま
し
た
。

② 

７
月
８
日
（
金
）
10
：

30
～　

福
信
館

テ
ー
マ
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人

た
ち
と
連
帯
し
て
」

講
師　

馬
島
浄
圭
さ
ん
（
妙

本
寺
住
職
）

③ 

８
月
12
日
（
金
）（
平
和

旬
間
）
10
：
30
～　

福
信
館

テ
ー
マ
「
不
戦
の
誓
い　

平

和
憲
法
破
壊
に
抗
し
て
―
新

Дуже  дякую� デュージィエ・ジャクジュー

� イゴール・ダッツェンコ（守山教会）
多治見教会の皆様、復活祭おめでとうござ
います！

2月24日ロシア軍隊はウクライナに侵攻して、ウクライナで
激しい戦争が始まりました。私の両親は私が生まれた町にロ
シアの戦車が近づいたと聞いてすぐ避難するために、父と母と
姉は朝早く家を出ました。ウクライナの西部まで1000キロ以上
超えて、三日間のあとたどりつきました。避難したい人が多かっ
たので、ウクライナの国境を渡るため、手続きに17時間もかか
りました。父は70歳で、母は67歳なので、大変な道でしたが、
やっと3人で無事にスロバキアという安全な国につきました。
国連によると、もう400万人以上ウクライナを脱出しまし
た。それは子供たち、女性、60歳以上の男性です。ほとんど
の場合はポーランド、ドイツ、スロバキア、アメリカ合衆国、
カナダなどへ避難します。
嬉しいことで、ウクライナ人は日本へも避難できます。現
在までに、30人ぐらいのウクライナ人は愛知県と岐阜県に避
難しました。自治体はウクライナ人が日本で安全だと心理的
に快適に感じられるように可能な限りのことをしています。
私が多治見教会のミサに行くときに、信者さんから「ウク
ライナの家族が大丈夫かどうか」よく聞かれます。教会の中
でウクライナの避難者のために募金箱もあります。それは、
涙がでるほど感動いたしました。多治見教会の皆さんに心か
ら感謝いたします。
復活祭は新しい生活が始まるという希望を与える祭です。
これからも、日本人とウクライナ人の心を合わせて、ウクラ
イナでも、世界中でも戦争がない新しい生活ができるように
神様にお祈りを続けましょう。

テ
ー
マ

　
『
兄
弟
姉
妹
に
寄
り
添
う
』

　

�

～
イ
エ
ス
の
ま
な
ざ
し
の�

�

こ
こ
ろ
で
ケ
ア
す
る
～

医
療
、
看
護
、
介
護
に
お

け
る
体
験
や
悩
み
を
松
浦
司

教
様
と
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ

う
。

日
時　

7
月
2
日
（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
15
：
30

参
加
方
法　

リ
モ
ー
ト

�

（ZO
O
M

で
の
開
催
）

参
加
費　

無
料

対
象　

�

カ
ト
リ
ッ
ク
医
療
従

事
者
、
カ
ト
リ
ッ
ク

の
精
神
を
重
ん
じ
た

医
療
・
看
護
・
介
護

に
関
心
の
あ
る
方

申
込
み
・
問
合
せ

　
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ
名
古
屋
支
部　

�

鈴
木
光
恵

　

E-m
ail　

jcna.nagoya�
�

@
gm
ail.com

 

　

�

ま
た
は
、
社
会
福
祉
法
人

聖
霊
会　

カ
ト
リ
ッ
ク
社

会
事
業
室　

村
木

　

電
話
：�

０
５
２

－

８
３
２

－

１
１
８
１
（
内

線　
７
３
５
４
）

締
切
り　

6
月
29
日
（
水
）

主
催　

�

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
看

護
協
会
名
古
屋
支
部

申
し
込
み
さ
れ
た
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
に
、ZO

O
M

の

招
待
状
を
お
送
り
い
た
し
ま

す
。

浦上キリシタンを偲ぶミサで祈りを捧げる司教と	
石川地区の司祭団

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会（
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ
）主
催

松
浦
司
教
様
と
の
集
い

新刊書紹介  

「社会の中で虐げられている人たち
から学んだ ― タグレ枢機卿の人生、
そして希望」

　教皇フランシスコが選
出された2013年のコンク
ラーベ（教皇選挙）によっ
て、世界中にその名が知
られるようになったタグレ
枢機卿。彼の話は、なぜ
人の心を打つのか。彼は、
車も持たず、人に会うため
にバスで外出し、華美な
服装を求めず、ごく普通の

平服を好む。本書は、教皇フランシスコのスタ
イルに最も近い枢機卿と言われ、現ローマ教皇
庁福音宣教省長官を務めるルイス・アントニオ・
ゴキム・タグレ枢機卿になされたインタビュー
記事である。
サンパウロ　1,980円（税込）

ん
で
い
る
人
々
の
た
め
に
祈

り
と
献
金
を
さ
さ
げ
ま
す
。

教
皇
の
こ
う
し
た
活
動
の

た
め
に
充
て
ら
れ
る
聖
ペ
ト

ロ
使
徒
座
へ
の
献
金
は
、
８

世
紀
ご
ろ
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま

り
、
大
人
も
子
ど
も
も
い
ち

ば
ん
小
さ
な
お
金
で
あ
る
１

ペ
ニ
ー
を
毎
年
教
皇
に
献
金

す
る
運
動
が
も
と
に
な
っ
て

世
界
中
に
広
ま
っ
た
も
の
で

す
。

聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金　
（
6
月
26
日
）

辰
山
の
広
場
と
周
辺
の
遊
歩

道
で
、
金
沢
教
会
の
信
徒
有

志
が
清
掃
活
動
を
行
い
、
冬

の
間
に
溜
ま
っ
た
枯
れ
葉
や

枯
れ
枝
な
ど
取
り
除
い
た
。

記
念
碑
広
場
は
１
９
６
８

年
、
金
沢
教
会
の
創
立
80
周

年
を
記
念
し
て
整
備
さ
れ

た
。
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
が
収

容
さ
れ
た
湯
座
屋
と
呼
ば
れ

る
旧
共
同
浴
場
の
跡
地
か
ら

近
い
山
腹
に
あ
る
。
整
備
当

時
に
植
え
ら
れ
た
樹
木
は
50

年
を
経
て
大
き
く
生
長
し
、

ミ
サ
が
行
わ
れ
る
４
月
下
旬

に
は
、
毎
年
、
広
場
全
体

を
覆
う
新
緑
の
ド
ー
ム
を
形

作
っ
て
い
る
。

安
保
法
制
、
敵
基
地
先
制
攻

撃
の
違
憲
―
」

講
師　

猪
瀬
俊
雄
さ
ん
（
正

平
委
々
員
、
元
裁
判
官
）

④ 

10
月
14
日
（
金
）
10
：

30
～　

福
信
館

テ
ー
マ
「
誰
も
置
き
去
り
に

し
な
いSD
Gs

」

講
師　

古
澤
礼
太
さ
ん
（
中

部
大
学
教
員
）

⑤ 

11
月
11
日
（
金
）
10
：

30
～　

福
信
館

テ
ー
マ
「
見
捨
て
ら
れ
る
福

島
原
発
事
故
」

講
師　

大
沼
淳
一
さ
ん
（
原

子
力
市
民
委
員
会
）

⑥ 

２
０
２
３
年
１
月
21
日

（
土
）
10
：
30
～　

福
信
館

テ
ー
マ
「
基
地
沖
縄
の
人
々
」

講
師　

小
林
武
さ
ん
（
沖
縄

大
学
教
員
）

問
合
せ　

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古

屋
教
区
正
義
と
平
和
委
員
会

〒
４
６
１

－

０
０
０
４

名
古
屋
市
東
区
葵
２

－

６

－

２
９　

福
信
館
気
付

Ｆａ
ｘ 

０
５
２

－

９
３
５

－

７
１
９
５

大
分
教
区 

新
司
教

森
山
信
三
師
の
叙
階
式

日
程

金
沢
教
会

二
回
の
堅
信
講
座
に
参
加
す

る
た
め
に
再
び
多
治
見
教
会

に
通
っ
て
い
ま
す
。
細
く
小

さ
な
縁
の
よ
う
で
す
が
、
守

山
教
会
へ
移
っ
た
イ
ゴ
ー
ル

さ
ん
に
は
、
ア

ル
デ
ィ
神
父
と

多
治
見
教
会
の

皆
さ
ん
の
祈
り

が
力
強
い
支
え

に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

遠
い
国
で
起

こ
っ
た
こ
の
戦

争
に
関
心
を
持
っ
て
、
私
た

ち
が
復
活
し
た
イ
エ
ス
と
と

も
に
平
和
の
た
め
に
働
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
祈
り
を

続
け
ま
し
ょ
う
。

〈ウクライナ危機人道支援〉 
緊急募金受付継続中

　カリタスジャパンの担当である成井大介司教様よ
り、今回のロシアによるウクライナへの大規模軍事
侵攻による、緊急募金の呼びかけがありました。
　ウクライナにおいてカリタスは2014年のロシアの
ウクライナへの攻撃以降、緩衝地帯に暮らす人々へ
の緊急支援を続けていましたが、今回もいち早くウ
クライナ全土で長期・短期避難所の提供や、移動希
望者の送迎、精神的ケア、離れ離れになってしまっ
た家族の再統合、国境付近で待機する難民への食糧
支援などを行っています。また、周辺国のカリタス
と協働し、ヨーロッパからの食糧や衣料品の調達を
開始しています。
　カリタスジャパンは、ウクライナの状況と、ウク
ライナにおけるカリタスの活動を考慮し、〈ウクライ
ナ危機人道支援〉緊急募金の受付を決定しました。
お寄せいただいた募金は、ウクライナとその周辺国
で行われる人道支援活動のために活用させていただ
きます。
　名古屋教区内の各小教区におかれましても、ぜひ
皆さまに呼びかけをよろしくお願いいたします。

郵便振替番号：00170-5-95979
加 入 者 名：�宗教法人カトリック中央協議会�

カリタスジャパン
通信欄に「ウクライナ危機人道支援」と明記

名古屋教区カリタス福祉委員会
担当司祭　山野聖嗣

復活祭の日にウクライナ避難民とミサに参加	
したイゴールさん（左）とボクダン神父（中央）


